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　お話の前にIHM総合研究所の前所長、江本勝が取り組

んだ、いわゆる「水からの伝言」のことを少しだけ紹介しま

す。

　ご存じの方も多いと思いますが、水にモーツァルトなど

の音楽を聞かせ、その水を凍らせると美しい結晶になると

か、イルカの写真の上に透明な容器に入った水を乗せ

る、「ありがとう」「ばかやろう」などと書いた紙を同様に容

器に貼って置いておく、そしてできた氷の結晶はイメージ

を反映したものになるなど、およそ人間の意識や言霊が

水に転写されているのではないかというもの。

　一般論といいますか、科学の世界ではとうてい受け入

れられない。まやかしではないかという人も多かった。そ

れがやや白みを帯びたといいますか、グレーになった、

それも蓋然性の高いグレーに。そこのところ順を追って説

明します。
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今号は、東京で行われた講演「情報医療の最先端

～水に秘められた可能性」　講師：根本泰行（IHM

総合研究所所長）から書き写したものです。

　今日の話は、水を科学する国際的機関の専門家ジェラ

ルド・ポラック博士と2008年にノーベル医学・生理学賞を

受賞したリュック・モンタニエ博士、お二人の最新の研究

から報告します。総論としては水が情報を記憶する、或い

は媒介するということが科学の世界で証明されたという内

容です。

　これまでの科学は「物」と「物」が接触して次の反応に進

むという前提でした。今日お示しするのは「物」と「物」とが

ぶつかる前に、波動的、電磁的な波が先に作用して次に

進むという事実です。波動的、量子論的世界なのです

が、それは同時に人間の体の中でも起こっているという根

拠を述べます。
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ジェラルド・ポラック博士　

[ワシントン大学、生物工学科教授、第四の水の相：固

体・液体・気体を超えて（2013年）]　物理学、化学、生物

学、全分野における水に関する国際会議チェアマン。現

時点で水に関する科学のトップにいる人。

 水は０度以下に冷やすと固体、生活室内など常温では

液体、１００度以上に沸騰させると気体になることはご存

じの通りです。ポラック博士は、その三体を理解するだけ

では、本当の水のことを理解できないといっています。

 次に説明する第四の相の水のことを知っている人は皆

無で、この第四の相の水を理解できていない人は、水の

ことはなにも知らないに等しいと博士はいっています。

 第四の水の相は、固体と液体の間にある。液体の水が

氷るとき、また、氷が溶けて液体になるときは、この第四

の水の相を通ります。後で説明しますが、ある特殊な構

造を持つ液体と考えていただければよい。

次の写真を見てください。

 

 これは水面に水滴がポタポタ落ちているところです。み

なさんもどこかでこのような場面を見た記憶があるでしょ

う。水滴が水面に落ちた瞬間、いきなり水面にその水滴

が融合するのではなく、１～２秒水面の上で水滴の丸い

形が保たれます。その理由は、通常、表面張力と言われ

ています。ですけれど表面張力というのは、水滴の１分

子もしくは数分子の水の層が特殊な構造をとっているに

すぎません。そんなに薄いものでは、このようなサイズの

水滴の形を保持できない、というのが博士の見解です。

それからもう一つ。

右の写真を見てください。

 一円玉をそっと水に浮か

せているところです。一円

玉は水よりも重いので、

本当は落ちてしまうのだけ

れども、これも表面張力が

あるので支えられるのだと

されています。しかし先ほ

どと同じで、数分子の水の構造が変わっただけでは、本

来支えられるはずはありません。

 ここで博士の研究から申しますと、そこに第四の水の相

が出来ていて、その厚さは約１０万分子だということが分

かりました。従来、数分子の層という考え方からすると、

少なくとも１万倍の厚さがあることになります。

 次の図は、親水性の表面を持つゲル状物質と水が触れ

合っているところです。

　EZWaterと書いてあるのは、排除層（Exclusion Zone）

の水（Water）の略で、これを博士は第四の水の相と呼ん

でいます。

 

　第四の水の相を詳しく

調べてみると、分子構造

が六角形になっていると

いうことが分かりました。

その六角形を拡大したの

が右の図です。
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 六角形が１つのユニット。内側の水素原子（二分の一）

×６個＝３、酸素原子（三分の一）×６個＝２、つまりH3O2

で、その電荷はマイナス１になっている。

　普通の水（バルクの水）は中性のH20だけれども、第四

の水の相ではマイナスの電荷を持つことが特徴です。

　調べてみると、この第四の水の相の厚さは約１０分の１

ミリ、０．１ミリですね。そしてその第四の水の相に接する

水は必然的にプラスの電荷を持つと考えられます。とい

うことは、電池になっているのではないか！？ということで

実際に実験してみると答えはイエス。ランプに光が灯る。

　では、いつまでも無限にエネルギーが取り出せるかと

いうとそうではない。博士のもとで研究する人が発見した

ことですが、その第四の相を持つ水に光を当てると、そ

の相が厚くなることが分かった。

　ということは光によって充電するということ。光には波長

の長いもの短いもの様々ですが中でも、赤外線の光がも

っとも効率が良いことも分かりました。

　私たちの体は

細胞でできてい

て、そのサイズは

約０．１ミリ。　

　ということは、

細胞の中の水は

すべて第四の水

の相を呈すると

考えられます。

　また体には体温があります。従って赤外線も多く放って

います。

　人間の毛細血管は全長で地球２周余りもあります。細く

長く張り巡らされている。毛細血管は赤血球の大きさより

も細いところがあります。そのような毛細血管を赤血球が

通るときは、「へしゃげて」通ることも分かっています。こ

れまで心臓のポンプ圧だけでは毛細血管まで血液が流

れる明確な説明がつかなかった。

　次の実験を見てください。

　毛細血管に見立てた親水性のチューブを水槽に入れ

て、外部から光を当てるという単純な実験です。どういう

ことが起こるか？なんとチューブの中に水が移動して流

れる様子が分かる！

　これは先に説明したように、近傍水、つまり第四の水の

相に囲まれたチューブの中のバルクの水がプラスに帯

電して、その帯電したプラスの水の分子同士がそのイオ

ンの反発で水を押し流しているのです。

　血液循環に関しては、人の死後、心臓が停止したあと

も数時間は毛細血管で血液は流れ続けるという報告や、

リンパ液に心臓は関与していないにもかかわらず循環し

ているという事実も、これらから説明が可能になりました。

　生命と水の関係。それ自体がエネルギー発生循環装

置になっている。ホーム　 http://biwahonpo.jp/



リュック・モンタニエ博士

[エイズウイルス（HIVウイルス）を発見し、2008年ノーベル医

学・生理学賞を受賞。DNA研究の専門家]

ステップ１：DNA波動と水（１）

 試験管に事前に用意

された１種類のＤNAを

１０６倍に希釈します。

ものすごく薄い溶液、

DNAは数個程度しか

入っていないレベル

です。するとその溶液

から電磁波信号（EMS

：500～3000ヘルツ）を発するようになる。これは従前の科学

の応用です。

ステップ２：DNA波動と水（２）

 そのEMS信号を発する

試験管のすぐ傍に置

いた試験管に不純物

を一切含まない純水を

入れて１８時間放置。

結果、純水の入った試

験管からも同じEMS信号

が発するようになった！

ここで少しPCR法の説明

をします。

PCR＝ポリメラーゼ連鎖

反応（Polymerase Chain

 Reaction）。１分子以上

のDNAが存在すると、こ

のPCR法で何億倍にも、

そのDNAを増幅させる

ことができます。この方法は世界中の大学や科学捜査の現

場で行われています。もちろん図の右側に示しているよう

に、１分子もなければ、つまりDNAが一つもなければ何も増

幅されることはありません。当たり前ですね。

ステップ３：DNA波動と水（３）

　ここで先ほどステッ

プ２で示すEMSを発

するようになった純水

にPCR反応液を用い

て反応させてみると、

驚いたことに元々の

DNAが回収された！

博士は同じ実験を２２

回繰り返しましたが結果は同じといいます。

　物質が何もないはず、電磁波信号だけが移った？試験管

からDNAが発生した！常識では考えられない結果となりまし

た。情報としての電磁波信号からDNAが作られる。博士は

DNAの専門家なので、出てきたDNAの配列を解析しまし

た。すると元々のDNAと９８パーセント同一であることが分か

りました。

 同様の実験をヒトの細胞を使ってステップ６まで行いまし

た。（続きは講演録DVDで・・・）

 水を介して起こる現象。生命の神秘がそこに隠されていま

す。

hello@hasebe-kenko.com

１ ５～

映
画 『ザ・リヴィング・マトリックス』解説シリーズ
連続講座DVD（全５巻）　発売中

種々のセラピーが効くメカニズムを “フィールド”と “生体マトリックス”の視点
からインフォメーショナル・メディスン（情報医療）として分析する話題の映画
『ザ・リヴィング・マトリックス』。映画の主要な人物やテーマから５回にわた
り専門講師が解説。

※今号で紹介した根本泰行氏の講演は第５回に収録されています。

第１回 〝フィールド〟と〝生命場〟
第２回 〝形態形成場〟と〝生体マトリックス〟
第３回 〝信念の生物学〟と〝情報伝達のセンター・心臓〟
第４回 〝ボディフィールド理論〟と〝万物の統合理論〟
第５回  情報医療の最先端

■DVD　各 2、600 円（内税・送料別）

■①～⑤ DVD５巻セット販売
　　　　 12、000 円（税・送料込）
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